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今
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の

基
本
方
針
は
、
２
０
０
４
年
度
学

生
募
集
戦
略
に
基
づ
き
、
本
学
が

県
内
私
立
大
学
の
ト
ッ
プ
校
と
な

る
た
め
、
「就
職
内
定
率
の
向
上
」

ぎ

格
取
得
者
の
増
」
軍
賞

の
安

定
確
保
」
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に

あ
っ
た
。

２
０
０
３
年
４
月
に
赤
石
副
学

長
を
委
員
長
と
す
る
要
糸
字
部
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
全
條
会
議
は
月
１
回
、
部

会
会
議
は
週
１
回
の
ベ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
改
革
の
実
現
に

向
け
て
真

剣
な
取
り

組
み
が
な

さ
れ
た
結

果
、
８
月

末
ま
で
に

取
り
ま
と

め
が
完
了

し
、
１。
月

２
日
に
開

催
さ
れ
た

学
長
企
画

運
営
会
議

に
お
い
て

両
学
部
の

カ
リ
キ

ュ

公務員コース †
国家公務員、県市町村職員、警察宮等各種公務員試験の合格を目指す

企業法務コースィ

ビジネスの〕見場て賜要となる基本的な法律知識の圏得及び法学検定
の合格、軽建社労士等の資本8取得を目指す

２
０
０
３
年
度
朝
日
大
学
基
本
計
画
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
２
０
０
２
年
５
月
に
策
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に

色
々
な
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
ほ
ど
、
「教
育
の
質
の
向
上
」
の
中
で
掲
げ
ら
れ
た

「文
系
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
精
選
の
実
盗

が
具
体
化
さ
れ
、
２
０
０
４
年
４
月
１
日
か
ら
法
学
部
、
経
営
裳
部
の
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ラ
ム
改
革
案
が

承
認
さ
れ
た
。

新

し

く

ス

タ
ー
ト
す
る
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム
の

綾

は
、
事

啓

も
４
稜

の
就
職
を
目
指

し
た
教
育
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
、

奮
格
試
験
の
受

験
を
義
務
づ
け

る
こ
と
に
よ
り

成
果
管
理
が
行

わ
れ
る
こ
と
、

・各
コ
ー
ス
に
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
が

配
置
さ
れ
る
な
ど
責
任
体
制
が
明

確
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
４
つ
の
コ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
よ
り
学
部

の
特
色
を
明
確
に
す
る
た
め
に
公

務
員
コ
ー
ス
と
企
業
法
務
コ
ー
ス

の
２
つ
に
改
編
さ
れ
た
。

改
編
さ
れ
た
２
つ
の
コ
ー
ス
は
、

コ
ー
ス
の
目
標
を
よ
り
明
確
に
意

識
し
な
が
ら
学
習
で
き
る
よ
う
に
、

コ
ー
ス
ご
と
に
必
修
科
日
、
選
択

必
修
科
目
が
配
置
さ
れ
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
履
修
モ
デ
ル
を
提
示

す
る
に
留
ま

っ
て
い
た
も
の
と
は

大
き
く
前
進
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
将
来
の
就
職
試
験
に
備

え
て
、
社
会
人
と
し
て
必
要
と
な

る

一
般
常
識
、
英
語
能
力
、
情
報

処
理
能
力
の
習
得
を
目
指
し
た
教

育
を
３
年
間
に
亘
っ
て
行

つ
カ
リ

経営基礎コースィ

産業社会を動ダ〕`す原動力ともいえる企業活曇lの原理原則を学ぶと共にピ
ジネス能力検定の合格を目指す

経営管理コースマ

企業における「ものJや「サービス」を生産、販売するためのシステムやマ
ネジメントのあり方を体系的に学ぶと共に生産士検定、生産能率士検定、
F反売上検定の合格を目指す

会計コース  †
会計学を基礎として、経営洒動に欠かせない技術である簿記や会計情報
の分析力、経営改善の手法等を学ぶと共に日商簿記検定、税理土試験の合
格を目指す

国際経営ヨース↑

海外事業に携わり得る人材、経営讐と語学力を兼ね備えた人材、海外事情
に明るい人材を育成すると共に貿易実務検定、国際賢易ビジネス検定等
の合格を目指す

キ
ュ
ラ
ム
編
成
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
経
営
学
科
に
は
６
つ

の
コ
ー
ス
が
、
情
報
管
理
学
科
に

は
４
つ
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て

い
た
が
、
競
合
大
学
と
の
違
い
を

よ
り
鮮
明
に
す
る
た
め
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ー
ス
が
改
編
さ
れ
た
。

ま
た
、
法
学
部
と
同
様
に
経
営

学
部
に
お
い
て
も
コ
ー
ス
教
育
と

並
行
し
て
就
職
試
験

対
策
と
し
て

一
般
常

識
、英
語
能
力
、情
報

処
理
能
力
の
習
得
を

目
指
し
た
教
育
を
行

う
＞」と
と
し
て
い
る
。

圏
国
国

改
編
さ
れ
設
け
ら

れ
た
コ
ー
ス
は
、
経

営
曇
語
ゴ
ー
ス
、
経

営
管
理
ヨ
ー
ス
、
会

計
コ
ー
ス
、
国
際
経

営
コ
ー
ス
の
４
つ
で

あ
る
。

隔
園

国

改
編
さ
れ
設
け
ら

れ
た
コ
ー
ス
は
、
情
報
基
礎
ヨ
ー

ス
、経
営
情
報
応
用
ョ
ー
ス
、情
報

シ
ス
テ
ム
ヨ
ー
ス
の
３
つ
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
の
成
果
が
出
る
の

は
４
年
後
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

１
年
１
年
の
努
力
の
積
み
重
ね
が

成
果
と
な
り
地
域
社
会
か
ら

「選

ば
れ
る
大
学
」
と
な
る
の
で
あ
ろ

つヽ
。 おもな内容

文系新カリキュラム… 1

リーダー意識を高めよう・・・3

企業にアタック……… 4

学年暦決まる………… 6

情報基礎コースマ

企業経営における情報の位置付けを理解し、企業戦略を展開する上て
の情報収集 分析手法全般を学ぶと共にノヽソコン検定の合格を目指す

経営情報応用コース†

企業活重lに伴い生ずる膨大な経営情報の取捨選択とコンピュータ処理
可能な形式への変換、更にはコンピュータのツールを駆使した分析 評
価手法を攣ぶと共にビジネスコンピューテイング検定の合格を目指す

情報システムコース↑

ビジネス活奎力に欠かせない表計算やデータベースなどのアプリケーシ
ョンソフトの利用技術を学ぶと共に情報処理活用能力検定の合格を目
指す

歳
を
取

る
と

い
い

う

こ
と

は
悲

し

い
．

も

の
で
は
な

い
と

．

い
う

こ
と
を
若

い
。

人
た
ち

に
教
え
た
。

か

っ
た
。
元
ボ
ク
シ
い

．
ン
グ
世
界

ヘ
ビ
ー
級
チ
ャ
ン
ピ
．

一
工で
乗
ン
ョ
ー
一ン
・
フ
オ
ア
マ
ン
時
ユ

・

（５５
歳
）
が
、
こ
の
程
現
役
カ
ム
い

・
パ
ツ
ク
に
あ
た

っ
て
語

っ
た
ひ
・

．
と
こ
と
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
で
こ
・

．
の
歳
で
現
役
を
続
行
で
き
る
の
．

・
は
ゴ
ル
フ
く
ら
い
の
も
の
か
と
・

い
思
っ
て
い
た
が
、
最
も

ス
タ
ミ
ナ
・

い
の
消
耗
の
激
し
い
ボ
ク
シ
ン
グ
・

．
と
は
驚
さ
で
あ
る
。
人
間
誰
し
も
．

・
年
を
重
ね
て
行
く
。
こ
の
歳
で
も
】

・
ま
だ
や
れ
る
ん
だ
ぜ
と
い
う

フ
・

・
ォ
ア

マ
ン
氏

の
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
・

・
も
う

一
つ
加
え

さ
せ

て
い
た
だ

．

ぃ
く
な
ら
、　
〓
左
の
歳
に
な
ら
な
い
．

・
と
わ
か
ら
な

い
こ
と

や
で
き
な
・

・
い
こ
と
も
沢
曲
あ

る
と

い
う

こ
・

・
と
で
あ
る
。
若
さ
や
体
力
だ
け
で
い

．
補

い
き
れ
な

い
経
験
則

や
知
識
“

を
忘
れ
て
も
ら
つ
て
は
困
る
。
中

国
で
は

「老

・
壮

≧
三
　
一
体
と

い
う
言
葉
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

”
そ
れ
ぞ
れ
が
応
分
の
役
割
を
担
ぃ

ぃ
っ
て
こ
そ
世
の
中
が
う
ま
く
回
】

・
転
す
る
。
６。
歳
は
６。
年
間
の
貴
室里
・

い
な
人
生
経
験
が
あ
る
。
若
人
た
ち
・

よ
、
糞
バ
バ
ア
、
も
う
ろ
く
ジ
ジ
】

イ
と
一一一一中
つ
の
は
自
由
だ
。
で
も
何
．

・
か
の
と
き
に
役
に
た

つ
こ
と
も
「

・
あ
る
ん
だ
よ
。
そ
し
て
君
も
い
つ
】

い
か
そ
う
な
る
時
が
く
る
。
お
じ
さ
・

．
ん
の
た
わ
ご
と
と
一一一一甲
つ
な
か
れ
。
．

はなみずき
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:

イ
ヨ
:

査

挿
書
会

フ
エ
ン
ンヽ
ン
グ
郡

は
、
２
０
０
４
年
第
３。
回
崚
暑
新

聞
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
た
。

同
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し

て
Ｌ
早
県
民
の
感
動
を
呼
ぶ
活
躍

を
し
た
選
手
、
印
答
、
Ｌ
早
県
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
功
労
者
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

贈
呈
式
は
、
１
月
３．
日
①
崚
早

放
送
テ
レ
ビ
ス
タ
ジ
オ
に
て
行
わ

れ
、
個
人
５
人
と
４
団
体
が
表
彰

さ
れ
、
崚
早
新
聞

註
登
衣
送
の

杉
山
幹
夫
社
長
よ
り
賞
牌
と
記
念

プ
ロ
ン
ズ

「栄
光
」
が
贈
ら
れ
た
∩

本
学
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
、
全

日
本
学
生
選
手
権
女
子
エ
ペ
団
体

優
勝
の
功
績
に
よ
り
岐
阜
新
聞
が

設
け
た
選
考
委
員
会

（委
員
長
高

橋
新
蔵
県
教
育
長
）
で
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
今
回
の
支
賞
に
至
っ

r

手警
朝日大学の体育会を盛りあげてくれる選手達

昨年12月 に岐阜県民栄誉賞を受賞したフエンシング部。

新年早々2団体から表彰を受け今後の活躍に期待。

た
。
贈
呈
式
に
は
酒
井
里
実
主
将

（情
報
管
理
２
年
）
が
出
席
し
「女

子
の
連
覇
だ
け
で
な
く
、
男
子
部

門
の
優
勝
も
目
指
し
ま
す
。」
と
、

心
強
い
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。

贈
呈
式
の
様
子
は
、
２
月
７
日

Ｏ
Ｌ
早
テ
レ
ビ
に
て
放
映
さ
れ
た
（

幹
一

本
学
体
育
会
フ
エ
ン
シ
ン
グ
部

所
属
の
中
山
セ
イ
ラ
さ
ん

（情
報

管
理
２
年
）、
中
山
成
代
さ
ん

（経

営
２
年
）、
齋
藤
有
さ
ん

（経
営
１

年
）、
井
上
裕
二
さ
ん
（コ
ー
チ
）
が

平
成
１５
空
度
県
教
育
長
表
彰
を
受

山
成
代
さ
ん
、
斎
藤
有
さ
ん
は

一

般
個
人
部
門
に
お
い
て
、
井
上
裕

二
さ
ん
は

一
般
団
容
部
門
に
お
い

て
表
彰
さ
れ
た
。

創
部
か
ら
の
２
年
間
、
同
部
で

は
男
子

・
女
子

・
指
導
者
す
べ
て

賞

し

た

。

同
賞
は
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ

の
全
国
大
会
や

コ
ン
ク
ー
ル
で

上
位
入
賞
し
た

県
関
係
者
を
表

彰
す
る
も

の
で

あ
り
、
今
年
一度

は
１
０
０
人
２２

団
体
が
こ
警
泉
し

た
。ス

ポ
ー
ツ
都

門
で
は
、
２
０

０
２
年
１１
月
か

ら
２
０
０
３
年

１。
月
ま
で
の
間
、

ス
ポ
ー
ツ
の
全

国
大
会
で
上
位

３
位
以
上
に
入

賞
し
た
選
手
、

団
体
が
表
彰
さ

れ
た
。
中
山
セ

イ
ラ
さ
ん
、
中
　
一オ
す
，，
Ｉ
Ｉ
ｉ

各賞の受賞を学長に報告

が
活
躍
し
て
い
る
。
同
部
の
活
躍

は
、
各
個
人
の
努
力
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
お
互
い
に
刺
激
し
あ
っ

て
練
習
し
て
き
た
成
果
で
あ
ろ
う
。

今
後
も
楽
し
み
な
逸
材
が
勢
揃
い

の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
で
あ
る
。

白

際
大
会
出
場
憤
υ

◇
２
０
０
４
年
韓
国
国
際
大
会

（２
月
２８
日
ヽ
３
月
１
日

大

韓
民
国
ソ
ウ
ル
市
）

齋
藤
有

（経
営
１
年
）

◇
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
福
井
大
会

（３
月
２。
日
～
２．
日
　
福
井
県

サ
ン
ド
ー
ム
福
井
）

齋
藤
有
、
新
井
祐
子

（監
督
）

◇
２
０
０
４
年
世
界
カ
デ

ェ
ン
ュ

ニ
ア
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大

会

（４
月
１
日
～
８
日
　
ブ
ル

ガ
リ
ア
国
プ
ロ
ヴ
ィ
ス
市
）

浅
野
慎
允

（経
営
１
年
）

ふヽ，́′ナ．‥， 一

本
学
は
平
成
勇
年
１
月
１９
日
で

創
立
３３
用
年
を
迎
え
た
。
３３
周
年

を
記
念
し
て
、
１
月
１６
日
⑥
午
後

‐２
時
半
、
本
学
６
号
館
西
側
に
て

一記
念
植
樹
が
行
わ
れ
た
。
長
坂
学

長
を
は
じ
め
教
職
員
が
多
数
参
加

し
、
大
学
と
と
も
に
た
く
ま
し
く

成
長
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
メ
タ
セ

コ
イ
ヤ
が
植
え
ら
れ
た
。

本学のさらなる成長を願つた
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山
星
艮
供

（幽
塁
こ

の
１
年

生
１３
人
が
２
月
１３
日
③
、
体
験
学

習
の
授
業
で
本
学
を
訪
れ
た
。

同
校
で
は
学
外
で
の
実
習

・
体

験
を
通
し
て
、
早
期
か
ら
職
業
意

識
を
生
徒
に
持
た
せ
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
体
験
学
習
を
行

っ
て

い
る
。
当
日
は
、
１
年
生
１
５
８

人
が
本
学
の
他
、
農
業
や
福
祉
、

自
動
車
整
備
や
理
美
容
専
門
学
校

な
ど
県
内
１６
の
施
設
、
機
関
で
実

習
を
行

っ
た
。

本
学
を
訪
れ
た
１３
名
は
、
法
学

部
、
経
営
学
部
の
プ
チ
講
義
に
参

加
し
た
。
法
学
部
の
授
業
で
は
本

讐
日
慢
全
経
猟
法
廷
に
入
り
、
大

野
正
樽
助
教
授
に
よ
る

「わ
が
国

の
死
刑
制
度
」
の
講
義
を
受
講
し

た
。
裁
判
官
席
な
ど
に
着
席
し
「偉

く
な
っ
た
み
た
い
」
と
の
感
想
。「裁判官席の座り心地は ?」 大野助教授から質問

事

ｌ

ｉ

団
隠 聰

一

L祠 □勘超

市  J

回
車

―

曲

つ
づ
い
て
、
経
営
学
部
ビ
ジ
ネ

ス
企
画
学
科
岩
崎
大
介
教
授
に
よ

る

「社
長

へ
の
道
」
と
題
し
た
講

義
が
行
わ
れ
た
。
教
科
圭
思

軽

音

も
な
く
、
グ
ル
ー
プ
対
抗
で
進
め

ら
れ
る
授
業
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も

楽
し
く
講
義
を
受
け
て
い
た
。

昼
食
後
は
、
学
内
施
設
を
見
学

後
、
経
営
学
部
情
報
管
理
学
科
の

授
業
を
受
け
た
。
奥
山
徹
教
授
に

よ
る

「イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
不
思

一置

。
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
設
備
や
、
１

人
１
台
の
パ
ソ
コ

ン
環
境
に

「す
ご

い
」

の
声
が
あ
が

っ
て
い
た
。

１
年
生
と

い
う

こ
と
も
あ
り
、
進

路
に
感
心
が
薄

い

よ
う
に
田
心え
た
彼

ら
だ
が
、
体
験
学

習
終
了
後
に
は
本

学
を
身
近
に
感
じ

て
く
れ
た
よ
う
で

あ

っ
た
。

〔  L

「右、左、前、後…」微妙にズレている学生もいました

膠⑭σ
大難
藉
罰
郭
纂
禦
、一纏
鍾
謡
蕩
舞
笠
堅

:::i:::::

「偉くなつたみたい…でも緊張します。」と、高校生

泊
２
日
の
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ

ヤ
ン
プ
に
参
加
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
の
目
的
は
、

各
団
体
を
ま
と
め
る
彼
ら

に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自

覚
を
持
た
せ
、
所
属
ク
ラ

ブ
等
を
今
以
上
に
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
と
、
参
加
者

相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
で
あ
る
。

１
日
目
は
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ツ
プ
に
つ
い
て
の
講
義
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
養
う
ゲ
ー
ム
が

行
わ
れ
た
。
合
育
館
に
て

行
わ
れ
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

で
は
、
体
育
系
の
ク
ラ
ブ

員
は
さ
す
が
に
飲
み
込
み

が
早
く
、
同
行
し
た
教
員

と
と
も
に
楽
し
く
汗
を
流
し
た
。

２
日
目
に
は
応
急
処
置
や
正
し

◆ 学友会長賞・奨励賞 後学期受賞者 ◆い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
講
義
が

行
わ
れ
、
テ
ー
ビ
ン
グ
の
や
り
方

や
、
怪
我
を
予
防
す
る
ス
ト
レ
ッ

チ
等
を
学
ん
だ
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
ク
ラ
ブ
運
営

の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
」
「今
後
の
活
動
に
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
た
い
」
と
い
っ
た

感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

奉
休
み
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、

有
意
義
な
時
間
と
今
後
の
各
活
動

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
キ
ャ
ン
プ

と
な
っ
た
よ
つヽ
、だ
。

学 友 会 長 賞

団体 卓球部女子 フェンシング部女子

個人

自転車競技部

卓球部

フェンシング部

相撲部

総務部 (朝日祭実行委員)

益子裕介 (経営1年)

王金 (経営3年 )、 張魏 (経営2年 )

中山セイラ (情報管理2年 )、 浅野慎允 (経営1年 )

出方大輔 (経営3年 )、 海内信宏 (経営2年 )

下林勇太 ぐ情報管理3年 )、 岡野哲 (適 5年 )

学 友 会 長 奨 励 賞

団体

フェンシング部男子

硬式野球部

父l道部男子

剣道部女子

癒学部ラグビー部

軽音楽 グリー部

個人

フェンシング部 齋藤有 (経営1年 )、 中山成代 (経営2年 )

野口菜緒 (経営2年 )、 平田絵里 (法2年 )

牧田洋和 (情報管理1年 )

惣崎浩太 (経営1年 )、 橋場功 (経営4年 )

後藤裕希 (情報管理2年 )

自転車競技部

相撲部
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前
職
活
・動
雷
闘
中

雇
用
状
況
の
回
復
が
見
ら
れ
な

い
中
、
３
年
生
の
就
職
活
動
も
本

番
を
迎
え
る
時
期
と
な
っ
た
。
年

々
採
用
時
期
が
早
ま
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
全
国
各
地
の
企
業
展

等
も
開
催
時
期
が
早
ま
っ
て
い
る
。

本
学
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
就
職
活
動
を
す
す
め
る
学
生

た
ち
に
、
数
多
く
の
企
業
と
出
会

つ
て
も
ら
お
う
と
学
内
で

「就
職

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。

開
催
時
期
は
、
後
学
期
試
験
が
終

了
し
た
２
月
上
旬
で
あ
る
。

〈
ｖ年
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー
は
、
２

月
１６
日
⑪
～
１８
日
い
の
３
日
間
、

本
学
徐
育
館
に
て
行
わ
れ
た
。
参

面

機

運

講

簿

¬

「

寺 1争・ ▼  
粋 i

緊張しながらも人事担当者と対面

Ⅲ Ⅲ
― ト

加
企
業
は
懐
畢
県
、
愛
知
県
を
中

心
と
し
た
９２
社
で
、
卸
売
、
製
造
、

小
売
、
不
動
産
を
は
じ
め
と
し
た

企
業
が
ブ
ー
ス
を
設
け
た
。
期
間

中
、
毎
日
企
業

の
顔
ぶ
れ
が
変
わ

る
こ
と
も
あ
り
、
毎
日
顔
を
見
せ

る
意
欲
的
な
学
生
も
多
く
見
ら
れ

た
。参

加
し
た
学
生
に
は
希
望
業
種

を
絞
り
切
れ
て
い
な
い
者
や
、
ど

の
よ
う
に
採
用
担
当
者
と
話
し
て

よ
い
の
か
と
ま
ど
う
姿
も
見
ら
れ

就
職
担
当
職
員
や
教
員
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
て
い
た
。
す
で
に
企

業
展
な
ど
意
欲
的
に
参
加
し
て
い

る
学
生
は
各
ブ
ー
ス
で
笑
顔
を
見

せ
る
余
裕
も
あ
り
、
他
の
学
生
に

も
よ
い
刺
激
と
な
っ
て
い
た
。

大先輩の一言は重みがある

２
月
７
日
①
午
前
１０
時
、
本
学

新
剣
道
場
に
て
朝
日
大
学
外
育
会

剣
道
部
特
別
稽
古
会
が
開
催
さ
れ

た
。稽

古
会
で
は
、
全
国
で
も
屈
指

の
指
導
者
で
あ
る
西
菩
延
範
士
九

段
（全
日
本
剣
道
連
盟
相
談
役
等
）

を
招
き
、
本
学
部
員
、
県
岐
阜
商

高
、
大
垣
商
高
の
生
徒
、
指
導
者

と
と
も
に
約
２
時
間
竹
刀
を
交
え

た
。
西
先
生
と
本
学
剣
道
部
神
山

監
督
の
空

天

に
遜
父
が
あ
る
こ

体育会活動報告と
に
よ
り
今
回
の
会
が
実
現
し
た
。

創
部
２
年
目
の
同
部
は
、
現
在

４４
名
で
活
動
中
。
昨
年
は
全
日
本

学
生
剣
道
選
手
権
、
全
日
本
学
生

剣
道
優
勝
大
会
に
東
海
地
区
代
表

と
し
て
出
場
し
た
。
全
国
で
上
位

入
賞
を
果
た
す
べ
く
、
日
々
剣
腕

を
磨
い
て
い
る
。

」ocジュニア・オリンピック・
カップ・フェンシング大会ジュ
ニア男子サーブル優勝の浅野
慎允選手 (経営1年 )4月 には
世界へ挑戦します。

クラブ名 大会名 日時 成 績

ホッケー 2003年 関西学生ホッケー秋季リーグ 10/11～ 11/16 1部 リーグ 5位

硬式庭球

2003年東海大学対抗テニスリーグ戦 4/12- 6部リーグ 優勝

平成15年度 5 6部 入替え戦 ユ/30 5部昇格

第29回岐阜県選抜室内テニス選手赤窪大会 ]/24-25

男子シングルス    優勝 松原 茂寿 l硬式庭球部コ
ーチ)

※2年連続 3度目

男子ダブルス 準優勝
松原 茂寿
長谷)|1 良 (1更式庭球部コーチ)

自転車競技 第6回木曽三川□―ドレース ]1/30 タイムトライアル   4位 牧田 洋和 (情報管理 1年 )

フエツシング

全国本フェンシング選手権大会 12/12‐ 1ヽ5
女子エペ個人 3位

新井 祐〒
(経営学部妻師 フエツシング部監督)女子フルーレ個人   5位

第11回 JOCジユニア
オリンピック カツプ フェンシング大会 1/9-12

ジュニア男子サーブル 優勝 浅野 慎允   (経営 ]年 )

ジュニア男子フルーレ 4位 斎藤  有   (経営 1年 )

8位 重屋 裕―   (経営 1年)

ジュニア女子エペ   6位 野口 菜緒   (経営 2年)

ジュニア女子サーブル 7位 荻野えうか   (経営 2年)

第16回西日本フェンシング選手権大会 2/8 一般女子フルーレ個人 優勝 新井 祐子 ※2年連続2度目

ス キ ー 第49回中部日本学生スキー選手権大会 1/6-9 男子大回転 2部 優勝 船坂 匡史   (経営 R年 )

柔   道
全日本柔道選手権大会県予選
全日本女子柔道選手権県予選

2/15
優勝 田渕ひとみ (情報管理二年)

3位 豊岡 香菜 (情報管理 2年 )

剣   道 第42回東海私立大学剣道選手権大会 2/29 女子個人 3位 森  夕賀   (経営 2年)
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本
学
で
は
、

法
学
部
、
経
営

学
部
に
在
籍
す

る
学
生
に
対

取
得
し
た
資
格

に
応
じ
て
奨
学

金
を
給
付
し
て

い
る
。
本
制
度

は
、
室
学
教
育

を
重
視
す
る
大

学
と
し
て
、
資

格
取
得
の
奨
励

と
各
個
人
の
学

資格取得状況 2802/2003年度

※2003年度は 1～ 3回目までの申請状況です。

摂業改蓄″シ″
「
ト

習
成
果
を
適
切
に
評
価
す
る
処
度

で
あ
る
。

対
象
資
格
は
現
在
６
系
統
１
０

５
種
目
あ
り
、
年
４
回
の
申
柔
覗
支

付
を
行

っ
て
い
る
。

△
４
度

の
優
回
は
、
法
蛋
供
定
、

小
売
商

（販
売
士
）
検
定
、
ビ
ジ

ネ
ス
能
万
検
定

（Ｂ
検
）
と
い
っ

た
資
格
の
取
得
者
が
多
く
、
学
部

の
教
育
に
即
し
た
資
格
が
人
気
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
に

は
、
簿
記
や
パ
ソ
コ
ン
関
連
の
資

格
取
得
者
が
多
く
、
社
会
で
役
立

つ
奮
格
巧
求
め
る
学
生
が
多
い
と

考

え
ら
れ
る
。

こ
の
資
格
取
得
支
援
制
度
を
今

空
鼻
響
畑
し
た
の
は
２
８
３
名
。

１
人
で
数
種
目
の
取
得
者
も
み
ら

れ
、
申
請
件
数
は
３
５
２
件
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
総
受
給
額
が
２。
万

円
を
越
え
た
学
生
は
３
人
、
最
高

額
其
補
者
は
３．
万
円
の
峯
驚
釜
を

一支
給
し
た
。

八
■
笠
度
及
び
一理
笠
度
の
資
格
取

得
状
況
は
表
の
と
お
り
。

◇アンケート回収状況◇

昨
年
１２
月
、
全
学
部
生

（休
学

者
・歯
学
部
３
～
６
年
生
を
除
く
）

１
５
８
８
名
を
対
霙
と
し
た

「授

業
改
善
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
は

学
生
が
授
業
に
何
を
求
め
て
い
る

か
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の

授
業
方
法
を
見
直
し
、
よ
り
教
育

効
果
の
高
い
授
業
を
学
生
に
提
供

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

平
成
ｍ
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
同
調
査
は
、
魅
力
あ
る
大
学
創

り
の
一
環
と
し
て
本
学
の
教
育
機

能
の
向
上
を
目
指
し
て
設
置
さ
れ

た
Ｆ
Ｄ

（フ
ア
カ
ル
テ
イ

・
デ
イ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
活
動
推
進
委

員
会
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
度
で
５
回
目

を
む
か
え
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、
２
０

０
３
年
度
に
受
講
し
た
授
業
科
目

（
一
部
の
選
択
科
目
を
除
く
）
に

つ
い
て
、
授
業
の
わ

理
解
度
、
教
貝
の
講
義
に
対
す
る

姿
勢
、
満
足
度
な
ど
１
授
業
科
目

あ
た
り
・４
項
目
か
ら
１６
項
目
の
質

問
に
答
え
る
形
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
配
布
、
回

収
は
す
べ
て
郵
送
で
行
わ
れ
、
回

答
の
な
い
学
生
に
つ
い
て
は
電
話

に
よ
り
返
送
を
お
願
い
し
た
。
３

月
１
日
現
在
の
回
収
状
況
は
別
表

の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

な
お
、
今
回
の
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
、
集
計

・
分
析
を
行
っ
た

後
に
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

資  格  名 ランク 備   考 2002年度 2803年度

実用英語技能検定
B

C

2髯汲

準 2級 4

2  ●

7  ●

フランス語技能検定 C 3級 l  t

ドイツ語技能検定 C 4イ扱 4 ]

TOEIC
B

C

500点以上

400点 以上 4

4  1

3

TOEFL A 500点以上 二

観光英語検定 B 2ヽ及 二  ↑

全商英語検定 C ]級 i  t

簿記検定 (日商) B 2私及 5 7  1

簿記実務検定 (全商)

B

C

]級

2級

]級 (1 )

4

5

7

7  1

]3  4

2

簿記能力検定 (全経) C ]級 (1君 目合格 ) 2  ●

税務会計能力検定 (全経) C 2イ汲 ]  ↑

小売商 (販売士)検定
8

C

2級

3級

2

]2

7  ●

81  4

秘書技能検定 C 2級 ] 2  1

秘書能力検定
B

C

2級

3級 1

]  |

3  4

ビジネス能力検定 (B検 )
B

C

2級

3級

1

2

2  4

35  4

漠字能力検定

A

C

B

l級

Z級

準 ]級

8

]

1  ●

8

日本語文善処理 (ワープロ)技能検定 C B辛汲 5 5

医療事務技能者 C 2級 2 2

ワープロ実務検定
B

C

l級

2級

2

5

3  ●

12  ●

初級システムア ドミニス トレータ C 3 3

情報処理活用能力検定 (」 検) C 3級 2 4  ●

情報処理検定 (全商)
B

C

l級

2級

3

5

]

]

ビジネスコンピユーテイング検定 C 3級 2 ]

C6検定 C B級 ] 6  ●

画像処理検定 C 3級 ]  |

マルチメディア検定 C 3級 ] 7  ■

情報技術検定 C 2級 2 3  4

MOUS検 定 C

Excet2000取 得

Word2000取 得

Word2002取 得

8

2

12  t

4  ↑

2  1

コンピユータ利用技術検定
B

C

1級

2級

2

7

2

6

地方公務員 A

警察

役場

消防

7

]

]

自衛官 A 2等陸海空 婦人 2士 5 2

郵政職員 C 外務事務A 弓  ↑

行政書士 A 1 2  1

宅地建物取引主任者 A 2  1

国内旅行業務取扱主任者 B 2 3  4

色彩能力検定 C 3級 2  4

法学検定 C
4級

3乱及

]l

12

18  ●

9

ビジネス実務法務検定 C 3級 2 2

日本語能力試験
B

C

]級

2級

11

12

15  ↑

19  ↑

学部 学科 学年 発信件数 回収作数 回収率(ο/ο)

法  学  部
法  学  科

1 !17 86 735

2 118 82 695

3 89 43 488

4 127 7] 559

45] 282 825

経 営 学 部

経 営 学 科

1 10] 78 772

2 106 71 6711

3 1]5 68 59]

4 173 119 688

計 495 336 679

経 営 学 部
情報管理学科

] 8] 55 879

2 66 47 712

3 79 46 582

4 07 51 526

計 323 199 6]6

経 営 学 部

ビジネス企画学科

1 31 16 5]6

2 10 8 600

計 41 22 537

歯  学  部
歯  学  科

] ]34 ]15 858

2 ]44 ]]5 799

計 278 230 827

総   計 ],588 1,069 673
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〈法学部・経営学部〉

勲
鉤
坤
韓
孵
一
切
″
”
”

，こ 究 ン
よ ・ グ
卿
一

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
実
証
研

究

・
調
査
に
従
事
し
地
域

へ
貢
献

す
る
機
関
で
あ
る
。

同
研
究
科
は
、
２
月
に
岐
阜
県

Ｐ
杓
ｆ
♂
！

商
昨各
振
皿
窺
含
央
会
主
催
の

経
合
員
講
習
会
に
て
講
演
を
行
っ
た
。

研
究
所
長
で
あ
る
鈴
木
博
道
教

授
が
、
各
商
店
の
責
任
者
や
岐
阜

市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
碁室
長
な
ど
約
３。

名
生
削
に
「儲
か
る
商
店
響
考
え

る
～
実
例
を
通
し
て
」
と
題
し
て

講
演
を
行

っ
た
。

愛
知
県

一
宮
市
に
て

「
一
宮
あ
き
ん
ど
塾
」

を
１
年
間
開
講
し
、
経

営
指
導
を
行

っ
て
き
た

同
研
究
科
、
４
月
以
降

は
Ｌ
呈
理
解
各
］連
合

会
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。

〈歯学部〉

学 年 暦 決 ま る

月   日 行  事   等
◇前学期◇

4月 1日～ 4月 10日

4月 6日

4月 9日

4月 12日

4月 19日～ 4月 21日

4月 30日～ 5月 1日

5月 12日～ 5月 15日

7月 24日

7月 26日～ 7月 31日

8月 2日～ 9月 30日

8月 2日～ 8月 4日

8月 5日～ 8月 11日

8月 23日～ 8月 28日

8月 19日

9月 1日～ 9月 7日

9月 30日

2004年度ガイダンス (定期健康診断を含む。)

入学式 (春季)

新入生学外研修

前学期授業開始

履修属・個別授業時F口]割表提出期 P口]

課外学習期間

履修登録修正期 F日写

前学期授業終了

前学期定期試験期F日]

夏季体業

補講期間

集中講義期間

集中講義期間

前学期追試験受験手続日 (1 2 3年 次)
前学期定期試験合否結果発表及び同追。再試験受験手続日(4年次)

前学期追・再試験期間

学位記授与式 (秋季)

月   日
行   事   等

1 2・ 3 4学年 5学年 6学年

◇前学期◇

4月 6日

4月 7日～4月 8日

4月 8日

4月 9日

4月 員5～ 4月 16日

4月 30日

7月 17日

7月 20日

8月 21日

8月 23日

8月 28日

8月 30日

9月 4日

9月 6日

9月 18日

入学式

オリエンテーシヨン

オリエンテーシヨン

前学期授業開始

新入生学外研修

課外学習

前学期授業終了

夏季体業開始

夏季休業終了

前学期定期試験開始

(1年次)
(2・ 3 4年次)

前学期定期試験終了

前学期追 再試験開始
前学期追 再試験終了

オリエンテーシヨン

前学期授業開始

課外学習

前学期授業終了

夏季体業開始

夏季休業終了

前学期定期試験開始

前学期定期試験終了

オリエンテーシヨン

臨床実習Ⅱ開始

課外学習

人
事
消
息

塞

尋

退
職
〈
２
０
０
３
年
１２
月
３．
日
付
〉

▽
石
黒
聡

（歯
学
部
講
師
Ｘ

３
月

３．
日
付
〉
▽
宮
田
三
郎

（法
学
研

究
科
教
授
）
鴨
野
幸
雄

（法
学
部

教
授
）
比
嘉
正

（法
学
部
助
教
授
）

橋
本
雅
仁
、
齋
藤
雅
則
、
大
村
仁

利

（歯
学
都
助
手
）

採
用

〈
１
月
１
日
付
〉
▽
郭
泰
彦

（事

識

甕

）膳

暑

雷

学
部
助
手
）
〈
４
月
１
日
付
〉
牧
村

裕

（歯
学
部
助
手
）

金
療
妙

〇
附
属
村
上
記
念
病
院

退
職
〈
２
０
０
３
年
１２
月
３．
日
付
〉

▽
大
杉
松
子

（副
看
護
亜
長
）
野

瀬
千
恵
、
田
中
ひ
ろ
み

今奄
譲
師
）

〈
１
月
３．
日
付
〉▽
白
川
尚
子
（看

許

）

採
用

〈
１
月
１
日
付
〉
▽
九
橋
賀

子
、
小
林
佳
美
、
大
澤
由
美
子
、

野
崎
和
歌
子
、
木
俣
純
代

（看
護

師
）
〈
４
月
１
日
付
〉
▽
山
田
佳
奈

（薬
剤
師
）
中
森
秀
典
、
安
田
佳

代

（理
学
療
法
士
）
竹
中
孝
博

（作
輩
霧
凄
と

平
田
宣
樹

子
（言

語
聴
覚
士
）
矢
野
亜
希
子
、
山
田

美
月
、
一品
杢
林
衣

霧
護
師
）

○
歯
科
臨
床
研
究
所
附
属
歯
科
診

療
所

退
職

〈
３
月
観
日
付
〉
▽
餌
取
敬

子

（歯
科
衛
生
士
）

〈議
採
用

〈
１
月
１
日
付
〉
▽
井
上
裕

一
一
（彗

菖

春。学内は桜色に染まります。


